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1.1 中南米諸国の日本語学習者
ブラジjレをはじめとする南米緒国の日本語教育について、小久保(1991)は次のように述べる。
…その(=日本語学習者の)ほとんどがB系子弟で占められていることは世界でも例を見
ないことであり、ここに南米における日本語教育は日系人を抜きにしては成り立たず、特
異な存在として日本語教育を考えなければならないのである。〔括弧内、筆者加室長)(p.l30) 
このような日本語教育の“特異性"は、ブラジルはじめ中南米諸国の日本語教育を扱った調
査・研究の多くが、日系子弟を対象とした日本語教育に関するものであることからも十分理解
できる。そして、このことは日向 (1991)の指摘に端的に表れている。
f中南米諸国における日本語教育Jを特集した f日本語教育J53号(昭和59年)の白鳥幸
子 「中南米における日本語教育の実情jの報告を見ても、そこでは、ブラジル・ペルー・
メキシコにおける日本語学校の問題を取り上げ、中南米における日本語教育の問題を総括
しているが、大学における日本鰐教育の問題は、最初から全く意識していないようマある。
このことは、 中南米においては日系人子弟へ教育が、まず日本語教育であった/あること
を考えさせるのである。 (p.358)
国際交流基金が行っている海外日本語教育機関調査<r海外の日本語教育の現状一日本語教
育機関調査J1990-2∞3年)によると、中南米地媛における日本語学習者数のうち、上位を占
めるのはブラジル、メキシコ、ペJレ}、アルゼンチン、パラグアイ'といった特に日系人口の
1 19901ド剣査では、 「中米」と f南米」に地告書区分されているが、 1993年度目~jIf以降は「中南米」としてー訴
されている。中米地域の日本総学切者数ではメキシコが抜きん出ており、ここに挙げたメキシコ以外の阿は
南米地織に区分される。なお、これら中南米符図における近年の日本総数背の現状については、回際交流器
金日本俗図際センター (1995)r世界の口本総教育 B本務教育事情報告編j第2{まを診照。
2 キクムラ=ヤノ、アケミ編 (2∞2)所収の「世界日系人口統計J(p.61)を怠問。なお、ポリピアは日系人
口が比般的多いにもかかわらず、日本際学習者散はそれほど多くなく、 2∞3年調査でも}Iα)()人に満たない。
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多い国であり宮、これらの国の学習者数の総計は中南米地域全体の約9割を占めている。とりわ
けブラジルの日本語学習者数は群を抜いて多く、ブラジルのみで全体の5制以上を占める。
1.2 公教育機関における日本語教育一南米を中心にー
これまで、日系子弟への日本語教育が中南米地域の日本語教育の中核的存在であり、今でも
その存在が大きいことには変わりはないが、近年、公教育機関(公立・私立を問わず当該国の
中央省庁または州政府が定める謀穏に則した教脊機関)での日本語学習者が増加傾向にある2。
しかし、全体から見ればまだ少数であるため、その実態についてはほとんど知られていない。
ここでは、 1994年-1998年にかけて、国際交流基金サンパウロ日本語センターが南米10カ国
の日本語公教育機関について独自に翻査を行った『南米における日本語公教育にi刻する調査報
告書jに基づき、南米諸国における日本語公教育について概観する。
表 1:南米地域における日本語教育機関別日本語学習者数 (2003年閥査)
国名 初等・中等教育 高等教育 学校教育以外 学習者総計
ブラジル 3，154 (16.0%) 1，549 (7.8%) 15.041 (76.2%) 19，744 (1∞%) 
ペルー 2.287 (73.1%) 60 (1.9%) 783 (25.0%) 3.130 (1∞%) 
アルゼンチン 649 (21.8%) 227 (7.6%) 2.ω9 (70.6%) 2，975 (100%) 
パラグアイ 1.602 (59.3%) o (0.0%) 1，099 (40.7%) 2.701 (100%) 
ボリピア 314 (43.0%) o (0.0%) 417 (57.0%) 731 (l∞%) 
コロンピア o (0.0%) 202 (35.8%) 363 (64.2%) 日5(1∞%) 
チリ 15 (3.4%) お6(58.3%) 168 (38.3%) 439 (1∞%) 
ペネズエラ o (0.0%) 43 (10.1%) 384 (89.9%) 427 (1∞%) 
ウルグアイ o (0.0%) 30 (20.3%) 118 (79.7%) 148 (100%) 
エクアドJレ o (0.0%) 75 (100.0%) o (0.0%) 75 (100%) 
表lは、サンパウロ日本語センターが調査対象とした南米諸国10カ国について、海外日本語
教育機関調査 ・2003年調査による機関別日本語学宵者数(括弧内、各国別学習司者総数に占める
割合)を示したものである4が、この削査結果から、南米の公教育における日本語教育を以下の
3タイプに分類することができる%なお、表lでは診考までに学校教育以外の数値も挙げた。
1 )高等教育機関のみが存在する国及び高等教育機関が大勢を占める国:
3 海外日本務教育機関ll!:J査における過去31!!lの調査結果を見ると、中南米地域全体において、学習草者総昔|に占
める学校教育以外の学習者の割合は、 1993年:77.1%、 1998~F : 67.2%、2003年:64.2%と減じていることが
わかる。ただし、このような状況は中間米悩・図のすべてに当てはまるわけではなく、日本際学習者の多い図
(日系人口の多い図)で見られる傾向である。
4 紙編の都合により、緩関数・教師数I~轡j愛した。なお、メキシコ(中米)の日本語学習者数は、初等・中
等教育1.158人 (24.0%)、高等教育994人 (20.6%)、学校教脊以外2β71人 (55.4%)、総針4.823人 (2∞3年創
査を}であり、学校教育線開とそれ以外で二分する。
5 ここに示すのは、『南米における日本間公教育に関する測悲報告書jに記載されている分類 (1994年-1998
年調交に基づくもの)を、海外日本総数行機関鰐査・ 2003年悶授の給よ~に合わせて修正したものである。
、
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ウルグアイ、エクアドル、コロンピア、チリ、ペネズエラ
2)初等・中等教育機関のみが存在する国及び初等・中等教育機関が大勢を占める国:
パラグアイ、ペJレー、ポリピア
3 )初等 ・中等教育機関、高等教育機関の両者が混在する国:
アルゼンチン、ブラジル
1 )に分類される固に共通するのは、日系人口が少なく、公教育機|婦において日系子弟のた
めの教育がほとんどまたは会く存在しないことである九これらの国の日本語学習者総数は相
対的に少なく、表Hこ示す南米10カ国のうち下位5カ国を占めている。
2) 3)に分類される国は、学習者数上位5位を占める、いずれも日系人口の多い国である九
2)に分類される国では、日系社会を背景とする初等・中等教育機関が公教育の全部または大
勢を占めているが、 3国のうち、ペルーはパラグアイ、ポリピアと比べ、日本語学習者全体に
占める公教育機関学習者の割合が高い30 3)に分類されるアルゼンチン・ブラジルでは、初
等・中等教育機関の学習者数が多いものの、高等教育機|刻での学習者数も比較的多く、また、
学校教育以外の学習者が占める割合が高いのも特徴である。
次に、公教育機関の中でも学習者数の多い初等 ・中等教育機関での日本語教育について、こ
れらは形態別に以下の3タイプに分けられる。
ア)並立型:公教育機関の中に現地語課程と日本語課程の 2つの課程が並立しているタイ
プ。現地の規定に則した学校(公教育機関)と日本的な学校(日本語学校)とが同一
名称、のもとに同一敷地内、同一建物に同居しており、午前は現地語部、午後は日本語
審f5というように別々に教育が行われているもの。
イ)統合型:公教育機関の中に科目として日本語が取り入れられているタイプ。日本語は
外国語科目のーっとして位世付けられている。
ウ)課外型:公教育機関の中で行われているが、組織上別のものとして行われているタイ
プ。日本語教育が学校教育課程の外側に位置付けられている。
2) 3)に分類される 5カ問についてみると、ペルーはすべて「統合型J、ポリビア・パラ
グアイではほとんどが「並立型J、アルゼンチンはすべて「並立型」、ブラジルでは「統合型」
と「蹴外型Jである。日本語環境で育った日系児童 ・生徒を主体とする学校では「並立型Jが
多く、日本語環境が滅るに従い f統合型」になっていく傾向が見られるという。
高等教育機関における日本語教育には、以下の3タイプがある。
6 海外日本局教育機関調査 (2∞3年)において、これらの毘では日本時学習の包的として、 f母語、または意見
の母関(継承緒)である日本路を忘れないためJという項目は上位に診がっていない。
7 これらの固では、 1)に分類された閣とは対照的に、海外何本R語教育微附絢登 (2003年)における日本関
学習lの日的として、「継承踏である日本絡を忘れないためjの項目が上位に診がっている。注6多照。
8 このことは、ペルーがブラジJレに次いで日系人口が多いにもかかわらず、パラグアイ ・ボリビアに比べ臼
本節今習者の日系比率が低〈、日本~ffを母IHとする児笈 ・ 生徒の比継が低い傾向にある (1謹際交流基金サン・
パウロH本文化センター1998)ことともIJ係していよう。
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ア)専攻・副専攻課程:日本館、日本文学、日本研究等の日本に関する専攻または副専攻
課程の中で、日本語が開摘されているもの。
イ)正規科目:必修科目、選択科目を問わず日本語が正規の一科目として捌5惨されており、
単位が認定されるもの。
ウ)公開講座:学生のみならず一般社会人も対象とした教養講座としてH本語が開講され
ているもの。
南米諸国で「専攻・副専攻課程Jを有する高等教育機|剣は数少なく、多くが「正規科目」
「公開講座」タイプである。高等教育部程での日本語教育がもっとも充実しているのはブラジ
ルであり、サンパウロ大学 (USP)は南米で唯一、日本研究の大学院(修士)韓程を有する。
1.3 日本語教育機関における使用教科
日系人口が少なく、日系子弟への日本語教育が盛んでない地域においては当然のことながら、
日本語は「外国語Jとして教授されるが、日系人口が多い地域で、日本語学習者の多くが日系
子弟によって占められる日本語教育機関では、いまでも国語教育的な「継承時Jとしての日本
語教育が行われていることが多い。しかし、こうした地域においても、日系子弟の日本語緩れ、
非日系日本語学習者の増加に伴い、「外国語JとしてのH本語教育への転換が行われつつある。
また、公教育機関では基本的に「外国賠Jとしての日本館教育が行われている。
このような実情を知る一つの指標として、各日本語教育機関で使用されている教科書を取り
上げて見てみよう'。国際協力事業団移住事業部が1986年と1994年にまとめた f南米及びカナ
ダにおける移住者子弟の為の日本語学校概況調査J10には、中衛米諸国における日系子弟を対
象とした日本語教育機関のリスト Hとともに、各機関での使用教科書.MIJ読本が一覧になって
いる九まずは各国の概況として、関査対象国日における学校数、教師数、生徒数と、機関ごと
に示されている家彪内日本語比率Hの凶別平均値を表2に示す(表中 i-J :記載なし)。
9 川瀬 (1983)は、「カナダの雷務教育4存者マァケイ氏は、 f雷郎教育の方法と災践は、究極的には教師と教
授法作成者の首il1f似によって決定されるjと述べているが、教科，IFはその具体的な現れということができょ
うJ(p.64)と述べている。
10 この中には公教育機関も節分的に含まれている。なお、この鯛公報告件の姉妹編として『南米及びカナダ
における移住者子第の為の日本語教育に係る諸企画調査J(l鈴6)がある。 ここには各日本J学校で行われて
いる行事{運動会、学芸会など)が一覧になっている。
U ブラジルは、 1986~手報告ではサンパウ口、リオデジャネイ口、レシーフェ、ベレーン、 ω例年報告では、
サンパウロとそれ以外という管給地域ごとに1住吉|しであるが、表ではブラジルとして一指して示した。
12 そのほか、この鯛査報告書には、各機関の住所、日系世帯数、生徒数、校長名、教師名、校舎構造、逃授
業量生、家庭内の日本総比率、主妥教材・放れ.、指導計画の有無、公t~ .非公認の区分のlまか、備考として迫s
'::l"上の問題点や授g震科などの情報が一覧になっている。なお、問機な日本鐙教育機関鴻賓として、日本語普
及センター間際総企画潟安係編 (1987)r小梅米日本語教育概況調査報告』がある。この湖筆結果のー音別立、
長野正(1995)r中南米におけるB本話教育の課題Jr移住研究J32に絞っているので参照されたい。
13 メキシコは1986年報告ではi潟査対象となっていない。
14 報告容には「家庭内の日諮比率%Jとして、機関ごとに数値が示されている(この織が空白になっている
機関もある)が、どのようにして鉢出されたものかは不明である。
、
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表2:中南米諸国における日本語学校数 ・教師数・生徒数と平均家庭内日本語比率
1986年報告 1994年報告
国名
学校数 教師数 生徒数
家庭内
学校数 教師数 生徒数
家庭内 !
日語率 日諾率
ブラジル 303 593 16，554 29.3% 334 775 20.612 18.6% 
ペJレー 9 42 3，729 12 95 6，310 
アルゼンチン 33 76 1，470 48.2% 22 94 1.478 22.3% 
メキシコ 一 9 49 1，221 36.7% 
パラグアイ 24 72 1，165 91.6% 13 70 1，196 87.1% 
ボリピア 5 35 496 69.0% 6 52 488 79.5% 
コロンピア 1 8 67 l 12 125 
ドミニカ 5 9 85 20.% 7 7 92 10.4% 
ウJレグアイ 1 3 48 l 1 20 15.0% 
1986年報告と1994年報告を比較すると、国により異なるが、全体的に生徒数は増加傾向にあ
るものの、家庭内日本語比率は下降傾向にあることが分かる。 とのことは、一見すると日本語
教育が盛んになっているように見える反面、日本語学校に通う児輩にとって日本語が生活言語
として使用されなくなっている現実を物語る。では次に、これらの日本語教育機関で使用され
ている教科書について見てみよう。
表3:中南米諸国における日系子弟対象の日本語学校で使用されている教科書概況
関名 1986年綴告 1994年報告
5釧弱程度の学校で図窃教事ヰ型Fを使用。サンパウロ事
6割程度の学校で図符教科書を使用。サンパウロ事務
務所管申書地域では東京特絡が多いが、その他の地力量
所管事書地織では東京1!F絡が多いが、その他の地Jまで
ブラジル では光村図書が多い。そのほか、 f日本総J(日伯:文化 は光村闘型Fが多い。そのほか、『一、二、三、にほんごで
普及会)が4倒程度、[1こっ1:んごかいわJ(日俗文化述
はなしましょうJ(日本肝滞及センター)拘鮒B怨Jl、"Cu.r明
飽)が2脅す弱程度の学校で使用されている。
basico de Japones (日伯文化連盟}が2蜘l弱程度の
学校で佼期されている。
ベルー
l校のみで光村図轡の悶務教務省を使)s.絵カ ドや i校のみで光村図書の副総数務t撃をi'.l!鋼。絵カー ドや
独自作成教科舎を使用する学校がほとんど。 独自作成教科曾を使用する学校がほとんど.
19校で光村闘I'Fの悶総教科世Fを悦!~目するが、3校では
全校で光村図替の間話教科織を使用。そのほか、8絞 悶t語教科f障を使用していない。そのほか、4校でf日本
で"Milibro de japones(わたしのにほんごγ(ラ・ウニ 務の@i!!J(海m支持1者研修協会)、fにっぽんごかいわj
アルゼンチン オン}、5校でn二つ1:んこ・かいわJ(日{白文化述盟l).2:絞 (日f白文化巡盟)、Z校で・Milibro de japones (わたしの
で東京智絡の図~ä，教科齢、 『日本~(fH東京外国路大学). にほんごγ(ラ・ウニオン)、"Leccionespracticas de 
『日本紙J(日伯文化普及会)を使用。 japones(たのしい日本総γ{日本スペイン協会}、『ー .
三、三、にほんごではなしましょうJ(日本ilHI'及センター }
を位!期。
6校で fひるこさんのたのしいにほんごJ(凡入社)、 r~
メキシコ
期日本Z否J(ま持続日本Blt!J:校)、f日本訴tの@礎J. r新日
本~fiの基礎J (海外技術者研修i品会)を併用。悶鰐教
科l'fを使用している学校はない。
全校で光村図書の図語教科設を使用.そのほか、2綬 全校で光村図書の関f，li教糾容を使用.そのほか、Z校
パラグアイ でra本総の基礎j、l校で"Milibro de japones(わた でf日本踏の~礎j 、]校で "Mi libro de japones (わた
しのにほんご)・{ラ・ウニオン)を使用. しのにほんご)・(ラ・ウニオン}を使用。
ポリビア ほとんどの学校て北村図容の国語教秘密を使m。 3校でJIOi':tIf銭、教育出版の図誇救斜野、u吏で光村図世Fの悶~ã教革半世Fを使朗。
コロンピγ 光村図書の間話教科轡を俊剤. 兇:nt対[1(コースでは、独自作成教科曾と光村図書Fの国t語教科書Eを使用。
会校でjj;，村図轡の図Z普教斜替、・Milibro de 全校で光村図書の回&H教科書を使用。そのほか、5絞
ドミニカ japonお(わたしのにほんごγ{ラ・ウニオン)を使用。 で"Milibro de japon必(わたしのにほんどγ{ラ・ウニ
そのほか、3校で悶際学友会の日本総教務診を佼剤。 オン)、41史で間際学友会の日本総教科書を使用。
ウルグアイ 光村図智、JI!京署u草の悶t音教科担Fを使m。 光村図符の図務教科書を使用。
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表3は各機関の使用教科瞥リストを元に、使用状況を国別に概観したものである。国語教科
書使用の有無という点から見ると、ペJレー ・メキシコとそれ以外の固とで追いが見られる。前
者では基本的に国語教科書ではなく外国人向け ・現地学習者向けの日本語教科書が使用されて
いるが、後者ではこうした日本語教科轡も使われているものの、かなりの割合で国語教科書が
使用されている。日系子弟であっても生徒の大多数が日常生活で日本語を使用していない状況
の中、実に多くの日本語教育機関で国語教科書が使用されているのである。
これに対し、公教育機関における実態について、先に資料として挙げた『南米における日本
語公教育に関する調査報告書jに載る使用教科書リストから見てみよう。表4を見られたい。
公教育機関においては、基本的に外国人向け ・現地学習者向けの日本語教科轡が使用されてい
るが、初等・中毒事教育機関においては国語教科書の使用も一部見られる。これは、公教育機関
であっても日系子弟を対象とした日本語教育を行っている学校があるためである。
表3と表4を合わせてみると、国語教科書を主に使う日本語学校と、外国人向け ・現地学習
者向け日本語教科書を使用する高等教育機関とが対照的な関係にあるが、初等 ・中等教育機関
においては一都、日本語学校との連続性を見ることができる。
表4:南米諸国における日本語公教育機関で使用されている教科書概況
住l名 高等教育織関 初等・中等教育機関
『日本16初歩J(国際交流援金)、『新日本絡の1S;礎J(海外筏 JIl:耳{1!U替の凶E語教科舎ほか、『文化初級日本語J(文
術者研修l品会)、f文化初級臼本14J(文化外国銀専門学校}化外悶1居専門学校)、fひろこさんのたのしいにほんごj
のほか、f日本舗J(東京外間続大学)、『日本館J(閏際学友会)、 {凡入社}、『きそにほんどJ(ラポにほんご)、『ジュニア
ブラジル "Cur却 basieode Japones" (Af白文化進1I).大学が独自に 販にほんご(C町田 deヒj連3po盟n}es)j--cuz羽 b俗i∞
作戚した教将司f"Fun伽ment蝿 daL知gua)a凹n田正{リ de Japones" (日伯文-ftU).r一、=、三、にほんご
オ・グランデ・ド・スル港湾大学}、"Cursode U略国Ja凹n阻. ではなしましょうJ(日本お普汲センター}のほか、自作
{サンパウロ大学}などを使fl. 敏』才を使fl.
『ひろこさんのたのしいにほんごJ(凡入社)、f日本15
ペルー f日本総初歩J(図際交流基金>.r日本Z!Iの穆袋J(海外妓術 初歩J(凶際交流~金)、 f新日本初の醤縫J(海外筏響研修協会)などを使fl. 術者h研修総会}、"Milibro de japon<ls (わたしのに
ほんご}‘{ラ・ウニオン)などを使JI.
re本r.if初歩J(凪際交流，港会)、 『新日本8&の~礎J(海外技
アルゼンチン術者研修悩会)、"Lecdon悶 practicasde japones (たのし 自作救uをflt!fl.
い日本語}・{日本スペイン也会}などを使用.
パラグ7イ 光村図書の凶1I教持管を使J1J.
一一--ー 光村m.殺背幽寂の図怨教将併のtま地""Lec∞位田ポリピγ praclicas de japon<ls (たのしい日本:Ii)・{日本スベインt.s会)などを使用.『新日本Eliの1;礎J(海外技術者研修協会}、f文化初級日本
コロンビア ~ItJ (文化外岡話専門学校}、・Lccciones practicas de 
japones(たのしい日本館γ(1-1本見ベイン脳会}や鋭2R教材
などを使J1J.
チリ rt冊目本~の通告書量J(海外袋衡平T研修織会}を使用.
f日本I!初歩J(臨際交~~金}、 rJ青日本mの基礎J(海外筏
一一一一一一ベネズエラ 術者研修tA会)、・Japones1. n 日本スペイン浴会)1草地¥自作教村を使J1J.エクアドル f猟僧日本跨Z草津J(長沼直兄)、u時日本紙の基礎J(海外技 一一一一一一術筑'研修防会}などを使m.
2 .ブラジルにおける日本語教育の動向
中南米諸国でもっとも日系人口の多いブラジルは、中南米最大の日本語学習者数を誇る。そ
の大半は学校教育以外の日本語学校で学ぶ日系子弟であり、中南米諸国の日本語教育のいわば
典型と雷える。だが、こうしたH系社会を中心とした日本語教育のあり方が、今、劇的に変化
、
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しようとしている。
2.1 公教育機関における日本語学習者の増加
表5は、ブラジjレの日本語教育機|刈数・教師数 ・学習者数について、国際交流基金の海外日
本陪教育機|剥調査による1990年-2003年調査の結果を示したものである。これを見ると、機関
数 ・教師数・学習者数のいずれも「学校教育以外Jで圧倒的に多く、 1990年-2∞3年の閥、そ
の傾向に変化はない。しかし、全体数における「学校教育以外Jが占める割合は年々減少し、
替わって「初等・中等教育機関Jr高等教育機関Jが占める割合が漸地していることが分かる。
とりわけ学習者数の推移には目を見張るものがあり、初若手・中等教育機関では1993年から10年
の聞に学習者数が約25倍も増え、高等教育機関でも年々学習者数を確実に伸ばしつつある。
表5:ブラジルにおける日本語教育機関数 ・学習者数 ・教師数の推移
調査年 初等・中等教育 高等教育 学校教育以外 合計
1990年 1 (0.5%) 5 (2.6%) 184 (96.8%) 190 (100%) 
機関数 1993年
1 (0.4%) 5 (1.8%) 2回 (97.8%) 274 (l∞%) 
1998年 17 (5.6%) 8 (2.6%) 279 (91.8%) 304 (1∞%) 
公)()3~ 37 (9.7%) 18 (4.7%) 327 (85.6%) 382 (1∞%) 
I的O年 1 (0.7%) 14 (2.4%) 557 (96.9%) 575 (1∞%) 
教師数
1993年 3 (0.3%) 19 (2.2%) 制6(97.5%) 868 (1∞%) 
1998年 43 (4.9%) 33 (3.8%) 796 (91.3%) 872 (100%) 
2003年 66 (5.9%) 64 (5.7%) 996 (88.5%) 1，126 (1∞%) 
19叩年 o (0.0%) 244 (1.6%) 14.657 (98.4%) 14，901 (100%) 
学習者数
1993年 130 (0.7%) 512 (2.8%) 17，730 (96.5%) 18，372 (100%) 
1998年 2，299 (13.8%) 785 (4.7%) 13.594 (81.5%) 16，678 (100%) 
2∞3年 3.154 (16.0%) 1.549 (7.8%) 15，041 (76.2%) 19，744 (1∞%) 
その一方で、学校教育以外での学習者数は1998年調査では減じ、 2∞3年調査では再び増加傾
向にあるものの、その割合は学習者数全体の4分の3程度にまで落ち込んでいる。公教育機関
での盛況ぷりは、一機関 ・教師一人当たりの学習者の人数比からも明らかである九阿部
(2006)は、このような学習者数の推移について次のように述べる。
全体の約二五%となった学校教育での学習者構成は、ブラジJレ日系人中心の継承諾教育傾
向からの円本語教育の変貌の象徴であり、ほとんと・0%に近かった外国語教育として日本
語教育が、フランス語やスペイン穏などのステイタスとは同じではないものの、外国語教
育として認知され、ブラジJレ社会に受け入れられたというひとつの証左であることは疑い
ない。 (pp.印 5ー1)
15 近年の初等 ・中等教育機関における学管l者数激増は、 CEL'CELEM (淡6~~IO における日本総講座受締
者の議しい鳩加によるものであると曾う(阿脅~2∞6)。ブラジルの日本路公教育についてのデータは、肉際交
流通主金サン・パウロ日本文化センター (1998)、太閤 (1997、1999)、渡辺 ・ー 甲(1999)のほか、国際交流
~金サンパウロ日本籍センター (2∞3) で最新の詳細な状況を知ることができる。
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2.2 非日系日本語学習者の治加
2.2.1 公教育機関の場合
公教育機関における臼本語学習者の激増は、非日系ブラジル入学習者の増加を意味する。現
在、ブラジJレでは表6に示した機関で日本語教育が行われているが、初等 ・中等教育機関(公
立校のCEL.CELEM叫・私立校げ)、高等教育機関や語学学校での日本語講座では、受講生の大
半が非日系ブラジル人である(三浦ほか2006)。国際交流基金サンパウロ日本語センターの開
査によると、 1997年12月現在、公立校の外国語教育プログラム (CEL. CELEM)受講生のう
ち、非日系の占める割合は、 CEL:55.9% (姐2人中247人)、 CELEM: 45.4% (493人中224人)
であり(渡辺 ・ー 甲1的9)、10年前の時点ですでに非日系が半数を占めている。
表6:ブラジルにおける日本語教育機関
公教育ー機関以外 a.主にB系子弟を対象とした日本際学校
b.詩学学校での日本語講座
a.初等・中等教育機関
(ア)公立校での外国語教育プログラム(CEL、CELEM)
(イ)私立校での必修・選択外国籍科目
公教育機関 b.高等教脊後関
(ア)大学の主専攻・副専攻課程および大学院課程
(イ)大学の選択外国語科目
(ウ)公開続度
2.2.2 日本語学校の場合
非日系日本語学習者の増加は、実は公教育機関への日本語教育の拡大に伴う現象だけではな
く、日系子弟のための日本語学校においても見られる現象である。これまで数年おきに行われ
ている日本語学校についての実態調査報告に基づき見てみよう。表7に示した調査報告は全伯
地域の日本語学校を対象に通信調査によって行われたものでベ主な調査項目は、日本語学校
数(地域別)、経営・運営形態、生徒数(年齢、世代、日系・非日系の別)、授業時間数・内
容・形態、使用教科舎、学校行事、教師の国籍・年齢・世代 ・学歴・教師資格の有無・教育
歴 ・待過(収入)なとeである。問査項目数や調査票の回収率の違いなどもあり単純に比較する
ことはできないが、共通した翻査項目も多く、調査時ごとの特徴と傾向をつかむことができる。
16 サンパウロ州とパラナ州では各州教育局が実施している州立学校の特別総外プログラムの一環として外図
m教育が行われており、その一つに日本絡が取り入れられている。サンパウロ州では1987年に設置された
CEL (Centro de Estudos de L!n酔as:外問符センター)において19総年に、パラナ州では1989年に鮫置され
たCELEM(Centro de Lin即asEstrangeiras Modernas :現代外回路センタ-)において1鈎O年にB本m繊度
が開鮫された。 CELおよびCELEMについては、太田 (1鈎9)、渡辺・ }ψ(1鈎9)、Kishimoto(2001)など
を怠照。
17 私立校には、日本符学校から宛反して併認可を得て公教育機関になったものと、私立の公教育機関が日本
tlfを取り入れたものとがあるが、 t没者ーには1990年代後半以降開放された新しい続~が多い (i皮辺・一申1999) 。
18 パラナ州では、北パラナ日絡教育i盛合会創立20周年記念行mとして、 1979~、州内の日本語教育微闘を対
象とした実態調査が実施されている{パラナ教育連合会「ひとすじの道一二十周年史とその後J1988年)。
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表 7:ブラジルにおける日本語学校機関調査一覧凶
(1) 1963年鯛査 f日系ブラジル人に対する日i語教育実情線査(1963年度)J日本語普及会、1964年(伯国白書苦学校速合会『幾山河j1966年所収)
(2) 1965年調査
行ラジルにおける日本語普及の実情調査報告(附年度)Jブラジル跡
語普及会、1966年
(3) 1977年調査 『ブラジルにおける日本語普及機関の笑態調査(1977年度)Jブラジル日本語普及会、1978年
(4) 1983年調筆 『ブラジルにおける日本語学校実情調査報告書(1983年度)J Iヨ伯文化速媛、1984年
(5) 1992年調査 間本語学校並びに教師に対する実情調査報告舎(1992年度)J日本語普及センター、1994年
(6) 1997年調査
『ブラジル日系社会における日本語教脊一現状と課題ーjサンパウロ人文
科学研究所、1997年
(7) 2∞4年調査 r2004年度全伯日本穏学校要覧(1)(2) Jブラジル日本語センター 、2004年
(1) -(7)の調査報告により生徒総数における非日系人の占める割合を見ると、 (1)記載な
し、 (2)記餓なし(ただし、生徒の世代別人数の表中、「その他」として1.1%)、 (3)2.4% 
(8.529人中208人)、 (4)2.5% (20.187人中507人)、 (5)5.8% (16.311人中952人)であり、 (6)
では生徒の実数は不明だが、非日系生徒数の割合が0%の学校:36.7%、1-10%の学校:
30.9%、11-20%の学校:20.9%、21%以上の学校:11.5%、(7)28.5%となっている。
戦後初めて行われた (1)1963年調査の時点、では生徒の日系・非日系の別には特に関心が払
われていないように思われるが、 (3)1977年調査以降は必ずこの項目が調査対象になっており、
非日系日本語学習者の割合も調査のたぴに増加し、とりわけ1990年代後半に実施された (6)
の調査以降、急増しているように見える。このことは表5で見た公教育機関での日本語学習者
数の増加とも連動している。
2.3 日本語学校における日本語教育環境の変化
2.3.1 日系学習者の世代交代
日本語学校における最も大きな変化として挙げられるのは日系学習者の世代交代であろう。
表8
ない報告は除外)である。これを見ると、 1960年代には生徒の大半が2世であったのが、 70年
19 (1) (2)の一部は、鈴木正威(1967)rブラジルにおけるB本語教育の現状とその将来についてJr研究レ
ポー ト IJ (サンパウロ人文科学研究所)で見ることができる。なお、 (2)の鯛変は、戦後初めて行われた
(1)の5埼玉Eを補完するために行われたものである。そのほか、 (2)と同時期に出された日本籍教師に関する
潟盗報告書に、ブラジル日本籍普及会 (1967)rブラジルにおける日本語教総員に関する調禁 (1966年度)J
がある。 (5)の鯛奈報告の内容は、酒井順子 (1997)r南米における日本諸教育の現状と問題点-1996年度ポ
ルトガJレ誇図並びにスペイン誇関日本語教育巡回セミナー講師を経験して-Jr東京外国語大学留学さ主日本語
教育センター論集J23で、 (6)の調査報告の内容は、宮尾進(1998)rブラジル日系社会における日本話教育
一現状と問題一Jr人文研J1 (サンパウロ人文科学研究所)で、そのほとんどを見ることができる。
20 表中の数値は報告苦手の記載のままをt~殺しである。
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代後半以降3世中心となり、 90年代になると 4世、 5世も増え始めていることが分かる。
3世以降の世代で日本語が生活雷穏としてほとんど機能していない21ことは、さまざまな調
査ですでに明らかな事実であり(中東2006)、その意味において日系 ・非日系の区別はなくな
ってきていると言えるだろう。
表8:日本語学校に通う日系学習者の世代交代
?
?
? ?
?
? ? ? ?
?
? ?
?
?
?
?
? 。 、 ?
?
????? ?
? ? ?
????
? ? ? ? ?
その他
1.1%(その他)
1.6%(混血)
2.3.2 日系教師の世代交代
日系人の世代交代は、当然のことながら教師側にも進行中である。詳細な数他は省略するが、
同じく表7の日本語学校機関調査によると、 1970年代まで教師は1世(戦前・戦後移民・帰化)
が9割以上を占めていたのが、 80年代あたりから徐々に 1世教師の割合が滅り始め、 (6)1997 
年の調査では、 l世:60.9%、 211士:25.7%、 3世以下:13.4%となっている。
さらに、 (6)の調査では教師の日本語能力 ・ポルトガル語能力意識についても調べているが、
1世では、日本語については「全く問題ない」が、ポJレトガル語は「少し分かるjあるいは
「全く分からない」と答えた教師が多いのに対し、 2世・ 3世以下の教師ではポルトガJレ語には
「全く 問題ない」が、日本語について f全 く問題ないJと答えたのは、 2iせ:20.6%、 3t世以
下:16.7%と非常・に低く、 「少し分かる」 と答えた教師も 2世:19.2%、 3依以下:25.0%存在
し、 2世・ 3世以下の日本語教師のrには日本語能力があまり高くない者もいることが分かる。
2.3.3 成入学習者の増加
これまで、円本語学校の主な学習者は日系子弟、つまり年少者であった。だが、年々、成入
学習者の占める剖舎が高くなっているE。調査により集計方法が異なるため単純に比較するこ
とは難しいが、表7の日本語学校機附調査において生徒総数に占める16成以よの生徒の割合を
示すと、(1)7.1%、 (2)7.7%、(3)12.0%、(4)9.1% (17歳以上23)、(5)29.3%、(6)25.4%、
(7) 38%となっており、 卯年代以降顕著・な傾向であることが分かる九
21 なお、間際協力事業関移住ll'~昔日による関1t(表 2) によると、プラジルにおける刊本鰐学校生徒の平均
家庭内日本節比$は、 1986年報告:29.3%、1994，年報告:18，6%となっている。 1986~側恋では4つの管制地
減に区分して集計しであり、管事宮地域ごとの平均日本総比部を見ると、サンパウロ:28.2%、リオデジャネ
イロ:29.1%、レシーフェ:36.1%、ベレー ン:39.0%であり、北伯よりも日系人口の多い爾伯で数値が低い。
22 成入学習者は、公立校におけるCEL'CELEMでも一定の割合を占める。 1997年に行われた国際交流絡金
サンパウロ臼本総センターの調査によると、 18員長以上学潤者の占める割合は、 CEL:28.1%ω42人中124人)、
CELEM : 4，3% (404人中179人)である(渡辺 ・ー 申1鈎9)。
23 集計区分が、 14-16歳、 17歳以上となっていたため、 17歳以上の数値を示した。
24 なお、成入学習者の増加については、 (4)1983年識査時にすでに指摘されていることである。
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このことは当然、いわゆる超複式授業却が常態化している日本語学校の教育現場で、更なる
学習者聞のばらつきを生むだけでなく、日本語教科書や教材においても年少者用では事足りな
いという事態を招くことになるだろう。
2.3.4 国語教科害主体から外国人向け・現地学習者向け日本語教科書ヘ
このような学習者層の変化は、日本語学校での使用教科書の変遷からも窺い知ることができ
るヘ表Hこ示した日本語学校機関調査(表7より。調査項目のない報告は除外)から見ょう。
1963年調査で圧倒的に多く使用されていたのは、通称 「コロニア教科書Jと呼ばれる日伯文
化普及会績の『ニッポンゴ (にっぽんご ・日本語)Jであり官、国語教科書との併用も併せると
89%の使用率であった。しかしその後、コロニア教科書の使用率は下がり始め盟、国語教科容
の使用率が上がってくるヘ 1980年代以降は国語教科舎に加え、ブラジル(日系)入学習者向
けの教科書や会話テキストヘ日本で編集された外国人向け教科舎が併用されるようになる。
90年代には国語教科書が台頭する一方で、ブラジjレ人・外国人向け教科書の数も増え始め、 21
世紀に入ると、次第に国語教科書は日本語教育の現場から姿を消していくこととなる。
25 これについては、締本貞夫 (1989)r日本E語学校における授業法の研究ー複式授業の実態とその考察ーJ
f移住研究J26、鈴木潤吉 (1997)rブラジルでの日本語指導ータト同時としての日本跨教育への移行をめぐっ
てーJr日本館教育研究J34、肉 (2∞3)rブラジルの日本詩教育における「桜式授業J一興能力混在型学級
の指滞法の改将を目指して-Jrへき池教背研究J58を参照。
26 公教育機関における日本語教斜鈴の使用状況については、国際交流適正金サンパウロ日本筒センター (2∞3)
に汲新の詳細な情報が絞る。ここには、表41こ挙がった教科書 (1998~p鯛変時)に加え、『みんなの臼本総j
(スリーエーネットワーク)、“Novocurso basico de japones. (日伯文化連盟)、.japanese for Busy Pcople. 
(凶際日本語普及也会)、.japanese for Young People. (国際日本語普及俗会)なども挙がる。
27 1963年調査報告によると、機後直後は職前の題定教科書Eが継続して使用されていたが、やがてそれが柳田
国男氏編の国語教科轡に代わり、ゆ61年に日伯文化管・及会が編纂した初級周日本語教科書『ニッポンゴ(に
っぽんご ・日本語)J金8巻が刊行されてからは、着時次これに切り換えられていったという。この教科2警は験
後初めて日系社会(草コロニア:colOnia)で作られたブラジル日系子弟のための日本語教科書であり、 19日
作、サンパウロ州学務当局より公~教科容としての鈴可を受けている。 196叫:には中級用教科書4巻も刊行さ
れ、その当時の普及率は96%にも途したという。コロニア教科書の編纂にaるまでの過程、編纂の怨旨、編
集状況などの鮮総については r~山河j を多照。また、コロニア教科書F編纂事業をブラジ1レ日系人の雷鰭
(教事~)をめぐる移民史の中で論じている森 (2004、 2006、 2007) も 併:せて見られたい。
28 (3) 1977年調査では69%、(4)1983年鯛査では59.9%、(5)1992年絢交では11.3%にまで落ち込み、(7)
広ぬ4&手間交では皆無となる。国際協力事業団移住事業部の調査(表3)でもほぼ同様の数値を示し、コロニア
数字+轡の使用は1鈴6年報告では約4割、 l鈎4年報告では主たる教科持から袋を消し、使用率は10%以下となっ
た.コロニア教科書写は刊行後1t<llIJにブラジル中に普及したが、この教科轡への批判も多く、日本経の教務
併でありながら、ポルトガル!~からの俗用絡が多く取り入れられている点への批判が強かった。とりわけ
1969年にサンパウロ大学客員教授として初めて招縛された野元捕雄による鋪烈な批判 (rブラジルの日本館J
rs総生活J219、1969年、「ブラジルの日本語教育Jr日本経教育J24、1974年などを参照)は、日系コロニ
アの日本際教育界に大きな衝繋を与えた。
29 (1) 1963年繍査では39.6%、(3)1977年網査では44%、(4)1983年湖査では59.4%、(5)1992年澗宣告では
66.7%となるが、最近の (7)2004年制査では約15%と落ち込んでいる。図際協力事業団移住駅業部の鯛~
(袋3)でもほぼ同様で、 1986年報告では約5銅、 1994年報告では6割以上の数似を示している。
30 ブラジルで編集された年少者・向け日本総教科書については、古杉征己 (2∞5)r幼少年向け教科舎の変遷と
ブラジル日系社会の日本語教育Jr人文研J6 (サンパウロ人文科学研究所)を参照。
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表9:ブラジルにおける日系子弟対象の自家語学校で使用されている教科書31
(1) 1963年調査 コロニア教科舎(134校:54.7%)、コロニア教科稼・柳田教科書併用(剖校:34.3%)、柳田教科曾(13校:5.3%)、その他(14校:5.7%)
(3) 1977年調査 コロニア教科書 (87校:56%) 、国務教科t!F (49校:31%)、コロニア教科~・間話教科合併用(20校:13%)、その他(l校)
コロニア教科書(167校:47.44%)、国際教科谷(165校:46.88%)、日伯文化巡盟会話
(4) 1983~手潟査 テキスト(170校:48.30%)、コロニア教科診・国儒教科書併用(叫校:12.5%)、凶際交
流基金テキスト(41校:1l.65%)、国際学友会テキスト(31校:8.81%)、東京外岡路大
学テキスト(お校:7.95%)、その他(4校:1.14%)
日本穏~及センター f改訂一、二、三、にほんごではなしましょうJ (133校:41.7%)、東
(5) 1992年調査 京~a持図跨教科舎 (130校:40.7%) 、光村幽容歯務教科轡 (83校:26.0%) 、白伯文
化逮盟・Cursobasico de Japones. (8減交:25.7%)、日伯文化逮盟fにっぽんごかい
わJ(39.校:12.2%)、コロニア教科書(36校:11.3%)など。その他省略。 I
ラポにほえJごfきそにほんごJ(約40%)、スリー エーネットワー ク『みんなの日本節J(約 |
(7) 2∞4年調査 30%)、回総教科瞥(約15%)、日本務普及センターf改訂一、二、三、にほんごではな
しましょうJ(約10%)、日伯文化連盟fブラジル人のためのkaiwabookJ (約10%)な
ど。その他省略。
3.新しい時代を迎えたブラジルの日本語教育
中南米地域における円本語教育は、従来から言われているように日系子弟への日本語教育が
その中核にあり、現在でもその位置に変わりはない。だが、日系子弟への日本語教育といって
も国や地域により一様ではなく、殊に近年、その位置づけは変わりつつある。また、これまで
日本語とはほとんとe縁のなかった中南米諸国においても、徐々に日本語学習者の数は明えつつ
あり、日本語教育は着実に日系以外の層にも拡大しつつある。
中南米諸国最多の日系人口 .R本語学習者数を誇るブラジJレでは、日系子弟への日本語教育
が移住開始後早期から始まり、その歴史は100年に及ぶ。1970年代後半以降は、日系学習者が
3世世代へと移行、少ないながらも非日系学習者が加わり始め、 「外国語としての日本語教育J
の必要性が叫ばれるようになった九 以来、日本語教育の実態調査や日本語教育をめぐるシン
ポジウム開催回などを通し、日本語教育をめぐる問題点について絶えず議論が行われてきた。
生徒の日本語能力 ・学習意欲の低下、日本語学校の生徒数減少・経営難、教育施設の不備、教
31 ~建中、 (1) - (5)の数値は報告役の記述をそのまま掲絞し、 (7)については機関別に記された教科穫のリ
ストからおおよその数値を記した。
32 r外国語としての8本路教育Jというスタンスが顕在化してくる背震には、1970年代になって日本おに側
する専門家派遣や日本語教師研修などのトランスナショナルな日本E奇数背体制がま整備されてきたこと、移民l
世の訪日旅行、研修・留学による"本との交流の活発化などもあり、その後、 80年代以降の世界的な臼本t&
ブー ム、 80年代後半以降始まるデカセギ現象は、このスタンスをさらに明確化させることとなった (森2∞6)。
33 これまで5回シンポジウムが聞かれており、報告書も刊行されている。第1図1978年開催:口伯文化巡盟
(1979) r明日へ取組むj、第 2 回 1981~F開fl~ :日伯文化連盟(1981)r伝承への進』、第3阻1989年開似:日本
総f及センター(1989)r第3凶|ゴ本館シンポジュウム 世界の日本日時』、第4図1995年間他:臼本節句及セ
ンター (1996)rブラジルにおける211世紀の日本語を考える』、第5悶2005年開催:テーマは f多微な1fi去を
持つ学習者ーその対応を考・える」。報告轡は刊行済みだが、 宣伝者・はまだ入手していない。第5回シンポジウム
の様子は、 fニッケイ新聞j路上で閲覧できる (httpゾ/www.nikkeyshimbun.co瓜 br/)。
、
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ブラジルにおける日本籍教育.の新たな潮流(中東)
師への待遇の悪さ、教師の技能不足、国語教育的教授法 ・教授内容、超複式授業形態、教材不
足など、先細るブラジ1レの日本語学校が抱えるさまざまな問題については、いまさらここで繰
り返す必要もなくへブラジル園内でこれまで行われてきた実態調査報告書おで明らかにされて
いる。特にサンパウロ人文科学研究所 (1997)による調査報告には、その根幹にかかわるすべ
てが言い尽くされている感がある。
21世紀を迎えた今、国際交流基金海外日本語教育機関調査の2003年調査による結果は、ブラ
ジルにおける日本語教育の新たな潮流ーブラジル社会に開かれた日本語教育ーを客観的に示す
こととなった。今ようやく、日本語教育はブラジル社会における外国語教育としての地位を築
き始め、非日系ブラジル人にも広く認知される ようになった。また、これまで日系子弟を対象
としてきた日本語学校においても、対象学生を非日系ブラジル人、成人へと広げ、日本語学習
者層の裾野を広げつつある九近年の日本語学習者数の推移を fブラジJレの日本語教育の変貌j
と称した阿部 (2006)は、日本語教育の現況を以下のように総括する。
学習者の推移の中で、次に注目されることは、学校教育分野の増加が著しい傾向は確か
に強まっている一方で、それ以外の分野でも実に堅調な伸びを示していることであり、こ
のこ とは、 -00以上の学校 ・講座が廃止もしくは運営難になっていながら、それと同等
の学校 ・講座が生まれているという驚くべき事実に関係している。
すなわち、世代交代によって失われている講座がある一方で、ブラジJレにおける日本語
教育のニーズがまた新しい講座を生んでいる、たとえば、明らかに日系人コミュニティー
中心ではあっても、第二外国語としての教育 ・教養ニーズを捉えた多角的 ・多民族的視点
によって運営に成功している学校が存在しており、継承か外国語かというこ元論では捕ら
えられない状況が示しているように、日系人の日本語教育の流れは依然として強いともい
えるのである (p.51)。
本稿では近年著しく変化しているブラジルの日本語教育について、中南米諸国における位置
づけを踏まえた上で、種々の日本語教育に関する調査報告を資料として、過去のデ}タと比較
しながら現状を述べた。ブラジル日系社会において、日本語教育の衰退を危慌して掲げられた
34 森脇 (1996)は、第4回自本梼シンポジウムのまま鯛報告で、日本穏教育の抱える問題については、 1978年
に開催された第1回シンポジウムでほとんど言い尽くされており、ぞれを解決すべき後宮がされながら、そ
のほとんどが解決されていない現状を訴えている。
35 残念ながら、その資料の多くはブラジル図内でしか入手できず、その結来、このような実態御査が行われ
ていることすら日本では知られていないことが多い。
36 5年前の1998年潟査では、日系世代の日本官官綴れ、日本緩済不振による日系企業のブラジルからの撤退、
デカセギブームによる日系社会の釜洞化などにより、日本語学習耳者は激減した(表5参照)02003年調査にお
ける学習者数の鴻加は、学留者の減少に危機意織を持った日本館学校が、「日系人を対象とする継掲示館教育か
ら、日本のアニメや漫画などへの関心から日本語の学習を始める日系人以外をも含めた外国語としての8本
務教育への転換を見据え、改議努力を行ったことが効呆をあげたものと考えられるJ(国際交流器金 f海外の
日本語教育の現状一白本語教育機関調筆・ 2003~J p.31)という。
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「外国語としての日本語教育への転換Jrブラジル社会に聞かれた日本語教育へjというスロー
ガンは、まだ完全にではないが、確実に現実のものとなりつつある。阿部 (2∞6)が「継承か
外国語かというこ元論では捕らえられない状況が示しているように、日系人の日本語教育の流
れは依然として強いともいえる」と述べているように、今後もしばらくは日系社会主導の日本
時教育が展開されるであろう。だが、それは常;~こブラジlレ社会全体を見据えた広い視野のもと
で行われなければならないのである。
〔付記〕資料収集 ・閲覧においては、サンパウロ人文科学研究所、ブラジル臼系移民資料館、
ブラジル日本語センター、国際交流基金サンパウロ日本文化センター、森幸一サンパウロ大学
教授に多大なるご協力をいただいた。記して心からの謝意を表したい。本研究は、文部科学省
料学研究費補助金・若手研究 (B)(練題番号17720125)の助成を受けて行ったものである。
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